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I 問題と研究の趣旨
1 問題の所在
昭和 35年にわが国で身祭されたシ トー式磁気録音機は，印刷lのプログラムとそれを解説する音声と
を同時に使うことのできるすぐれた機能をもっゆえに，その出現の当初より高〈評価され，新しい教育
ミィデイプとして近年ますますその霊裳性を高めてきた。
外国語の発声練習や ，算数・数学のように比較的プログラムミングのしやすい教科に使用されたり，
あるいは個別指導に役だてられている。さらに，複式学級では教師の指導機能の一部を機材に代行させ
たり，間接指噂における問題提示には欠〈 ととのできな凶教具になっている。
それだけに，シート式磁気録音機を利用した学習(以下，略してシート学習と呼ふ込)が，その機能
をじゅうぶんに生かして行なわれているかいないかは，学習指導の効率を図る上で重大な問題である。
一般的にいって ，織材はその構造から判断して， ひとりひとりの児童の能力に応じて個別的に使用す
ることによって，機材の特性を有効に発揮することができるものであるが，へき地の学校などでは予算
の不足から ，わずか 1， 2台を所有しているにすき'ない。したがって，こうした学校では，学習の個別
化を成立させるために利用するよりもむしろ .1台の機材を間接f旨導などに位置づけて一斉指導を行な
っているのが現状である。
確かに，このような利用の方法をとれば，教師は直接指導に専念できるけれども，シート学習におけ
る児童の学習が， 学習回線にむかつて正確に，むだのない時間で行なわれているかどうか，疑問の残る
ところである。たとえば.1台の機材に対して数人の児童が学習する場合 ，能力の高い子どもは速〈反
応し ， スイッチリ ー ク・ーが次のプ レーボタンを押すまでむだな時聞を~やすという具合に，全児童が自
分のベースで学習を進めることを困難にしている。 事実 ，昨年度行必ったシート学留の実態調査でも，
現場の教師は， iシ トー学湾中の児震の反応がつかめず ，指導のチャンスを見過どしてしまう。」とか
「能力の低い子は高い子のベースにひきずられ，誤答したまま次のステヅプに追いやられる。Jなどの
問題を指摘しているのである。
現にこのような問題があるとすれば ，それをどのように明篠にし， 焦点つけたらよいのであるう治、
いいかえれば，こうしたシート学習の問題点を解明するにはどのような分析の方法をとったらよいのか
が問題である。
これを究明する第一段階として ，γ トー学習を構成する基本的諸要因や性絡を把握してお〈必要があ
る。シート学習は前述したように，ツー ト式磁気録音機を媒介としてプログラ ム化された教材を個別に
提示する機能をもっている。したがって，この方式による学習は， 従来の一斉指導による学習形態とは
異なって胤激の個別提示と反応に対する即時強化を前提として成り立っているところに特色がある。つ
まりある学習問題(市|雌)が提示されると，子どもは何らかのかたちで解答 (反応)を強要される。反
応結果の正否は正答(強化)の提示によって即時に篠認(フ ィードパγク)され ，正答の場合は成就，
成功感を満足させ ，次の学習の動i幾づけにもなる。誤答の場合は ，自分の反応結呆が正しいと誤信して
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いたことを知らされ，なぜ誤ったのかについて前にたちかえり積極的に修正を加えるフィ ー ドパックを
迫られる。したがって，との万式によるi学習狩は，刺激(lBItihluhリー反応(Response)一
強化(Reinforcement)ーー アィードパック (Feedback)のプロセスを順次に通過することに
よって子どもの学習が的確に進められ，学習内容の定着度を増していくものと考えられるのである。そ
して，ジー ト式倣気録音機を利用した学習では，こうした学習過程を意図的，計画的に行なうことを可
能にし，したがって， S-R学習理論に基づ¥1')"て， 子どもの学習行動ゃ学習態度を強化することをねら
っていると ¥nえよう。
ととろで ，ここで問題になることは，ツート掌習では帝1磁の個別提示を前提としながら ，現実には 1
台の機材で多数の児童が学留することを余儀なぐされているために，成績のすぐれてlハる子どもは速〈
反応し，劣る子どもは反応;が終わら白うちに次のステージに進むというように，子どもの能力の差異に
よって反応時聞が異なってぐる.ことである。このことに関しては，国立教育研究所の大野達太郎氏は高
松付属中学校のコンピスーターをベースとする「完全自動学習Jの例をとりあげ，教育活動のモデルを
次のように論及してhる。
81 82 83 r車帝刺1リj激S町1が ，教材材'M1を媒介として提示される。それに対する反応がRlで
M川|ぷ必I;(rJい仇 あ抗る。 R1は，現膿実に叫はR払1r1H lrrH川11....とh吋うよれうにd多附反臨応とιして吋あらMわ，1γ'1;' 
R1 守R2 R3 秒とすれば， R1〆，はK1秒 ，RlピfIはK2没和砂秒t、..….日というように，反応時間がちがう丸。
刺激 S2 は，反応Rlを受けて ，教材M2 を媒介として提示される。このように
教授者には粥激の提示という?ウ トトyプの機能が働〈ととになるo ……」 もちるん，完全自動学習と
ゲー ト学習での!字'習事態には大きな差異があるけれども ，S-Rの関係からみれば，本質的には同様な
機能をもっていると考えられる。
この
になつて学習する場合のグjルレ一プペ一スにおUい、ても，こうした教授活動のモ、デJレが考えられるのである。
しかし，個λペ→ー スによる学習がこのように進められるとするなら，めい プーペースの場合は，之の問題
iJi内在化し，矛盾をはlらんだかたちで進められると予側される。そのあらわれが前述の複式学級担任教
師の指摘と凶えようc
そこでヲグル一一プろとースlこまるシート学習が劫".f!，的に行なわれるための基礎的研究として j学習時聞
の率見点から ，ーた色えばグループ別に比較した場合，反応時間にはどのような差異が見』ちされるか，反応
やフィードパックにおける所要時間の実態はどうか，ステージ月(に学習時苛を検討した場合，子どもの
学習行動L :tどのような問題が指摘されるか ，などの問題を追求してみることは重要であるし，また，
とうした問題に迫ることは，シート学習に関するとの方面の研究の，当市の課題でもあlろうd
2. 研究の目的 ，Jt 
時間の制御を火ノレープペースで行なわせる立場をとうたシート学習において，反応およびフィーやと
ックの時聞がどのようにとられているかを分析し，グループベースにえる学習の実態を追求する。 "~
また，できるととならシートプログラムに関する多少の留意点をさく・りたい。
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このような問題を明らかにすることによづて，複式f旨導やグループ学習におけるシート学習qう効率的
な宿主事法を考察するためのー資料にしたいととが，究極のねらいである。
I シート学習の分析の方法
1. 学習方法の設定
まず，ジー ト学習による学割方法を図示のように設定する。
〔機材〕
(佐官 < ) 
5人の児童ーが 1台のγ
-r式磁気録音機を使用
四〕 C2 〉EE 若手よりもすぐれているグ4フイー内クドループ〉と同
(網<) 
Cs 争 I ~ Q; I 
(開く)
ω (~θ リト一十ダ一. p叫プかレ-，心V'{1i附倣附邸抑後桝のス川トh川ジバプ v強化附
作や学習の逃皮をi決犬I定Eする任務tにこたずきわる。
5人の中から成績上位
の者をリ ーグーとする。
|フィー川タ|→りー〆ーはC2， C Sの児
ifと同様に.学習に参加
するかたわら，機材の操
このような条件のもとでの学習は，おおむね次のように展側される。
学習の議備が重量ったならば， 1}ー ダー⑪ぷプレーボタンを押す。刺激(尚題〉が提示され， -3人の児
童がそれをイヤホーンで受{すとめる。刺激の提示がすむと(ザャイムの若宮田が合凶Le!)はただちに
ストップポタンを事1して偽材を止める。同時に 3人が一斉にシートに反応(解答)する。全員の反応を
みとどけて⑪がプレーボタンを押す。強化(正答)が提示され ，3人の児常がそれをイヤホーンて・受け
とめる。強化の提示がすむと(チャイムの者 1回が合図)，@はただちにスト y プポタ Yを押して機材
を止める。各自が円己の反応給条を県日時に滋認し，修正し，フィードパックを行なう。そして，全員が
フィーやミァクを成し終えたときにEtWプレーポタンを押す。現Hのスナージ(Jj刺激が提示される。 -
H したがって，こうした刺激一反応一強化 ーフィ ードパγ クの系臨ま 1枚のツートが終了するま
でいくども〈り返Jとされることになる。
ととるでこの学沼~程を進行さぜるにあたってとくに留;怠したととは次の 2. ~である。
(1) 反応およびフィードパックにおいてグループのひとりが反泌せず，次のステージへ進行できない場
合は，いつまでもむだな時協を治岱しないためにも ，主主ぐ反応した者が媛助するよう指示した。つま
り，検事オの遂行，停止はグループ全員(五人)の同意と協力に基づいて繰作される。
-3-
(2) 各ステ ジの内容を一歩一歩確実に習得することに主阪をおき ，グループ聞の競争意識を排除する
ょう児童に注窓を与えたこと。
2. 分析の視点
こうした方式で学習を進行させる場合に問題になることは，どのような学習のプロセスを通過するこ
とがより望ましい学習行動とh えるのかと凶うことである。つまり ，望ましい学習行動ど・かt望まし〈
ない学習行動という場合，なにを資料とし ，どのような先析の手法を用いたらよhのであろうか。
hままで見てきたように，シー ト学習はS-R学習魁論に基つ〈プログラム学習の一形態であるので
ジート学習の実態を分析するにも，プログラム学習の原理を基盤にしながら追求し検討してい〈ことが
可能であるし ，また妥当な分析方法でもあると考える。ところで， プログラム学習では ，学習周縁へ向
って 「正儀にJ i述<J到達するよう児童の行動を制御することを要求している。とのことに関し，東
京学芸大の堀内教授は，自己ベースの原理は，学習過程の早きのうえから個別学習が可能であり，重要な
ととを示しているのであるが，同時に，学習結果の評価のうえに，従来は， i'できた」か， iできな凶J
か成宥を中心問題としてMたのに対して， i正砲にJ i阜 <Jできるという速さのファク ターの重要性
を指摘している。したがって，各ステージにおける反応やフィ ー ドパックの学習行動を， i正確さ」は
ステージの通過率で， i.速さ」は反応およびフィードパy クの所要時間で集計してみると，シート学習
における諸問題を分析する一方法になると考える。
分析の視点は次のとおりである。
(め シート学習における学習過程を ，刺激(S )・反応(R)・強化(Rf)およびフィ ー ドパァク(F)
の4つに区分し，それぞれの所要時間をシート別，群別に集計した結呆に基づいて ，
ア I若手， I群における学習時間には，どのような差異がみられるかを ，主として ，フレームの学
習内容別(新出問題，練習問題i主分ける)から考察するυ
イ 反応、およびアィードパックにおける所要時間の実態を分析し ，これがシー トの通過主義とどのよ
うな関係になっているかを考察する。
(b) 1群における一児童の待時聞を分析することによって，グループベースにおける学習時間の問題を
さぐる。
(c) 各ステージの反応結果と，グループペースにおける反応時間およびフィードパシク時間との組み合
わせから
7 誤答反応が多<，反応、時聞が速いステージ
イ 禁答反応が多<，フィ ー ドパy ク時聞が速いステージ
ウ 誤答反応が多<，反応時間およびフィードパy ク時間がともに速凶ステージ
の学習行動が問題を含むと考えられるので，これらに属する典型的な例をあげて ，その実態を明らか
にする。
(の この実験で使用するシー トを，積極的反応、の原理および即時確認の原理のアイノレターをとおして分
析してみるならば，シートプログラムの作成段階でどのような問題が借摘されるかを調べる。
注 プログラム学習でステージという場合，プログラムの自標値をさらに分析したひとまとまりの学
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習内容を指す。 ところが， ここで使用されているステージの意味はやや異なっている。つまり，ツ
ート にはチャイムの青が録音され，この合図によっ・て問題を提示し反応させる。したがって ，チャ
イムの音で区切られたひとまとまりの学習内容をステージと呼ぶととにする。
日 実験の実施と結果の考察
以上の分析の方法を実際のシート学習に適用し，とれにつv>て行なった実験とその結果の概要は次の
とおりで忘る。
1. 実験授業の概要
a 対象 I小学校の 5・6年複式学級を実験学級とし ， (表1) 知能，算数学力の偏差値
分析の対象にしたのは 5年の児童 6人である。
b 教材 S社発行「小学校算数・分数4・5・4年」の
市販シートの中から 5年間のγートを使用する。実際に分析
のデ-!Jに用いたシートは次の 4枚である。
必 51 1 異分母のたし算 ステージ鍛 14 
A6:512 異分母のひき5i[ ステージ数 14 
Aa. 5 1 3 異分母のたし算ひき貫 ステージ数 12 
必 514 かっこのある介役のたし算ひ合算 ステージ
数 13 
0 期日 昭和 4 1 年?月~1 1月
d 手続
群別 児童 Q) ¥2i @ 
@尉 5 D 37 45 
B干ー C2鮪 4 5 Eι 37 
Cs開 3日 24 35 
⑪開 54 50 55 
五世宇 C5白 44 49 45 
C6 開 44 35 41 
白Q) 田中8式知能検査高学年用
(め教研式算数学力検査(Ei形式)
(;2) " C F形式)
児童記号のOはリーダー
① グループ編成:児童を五人ずつの 2訴にわける。両若手におげる知穏偏差値および算数学力偏差値
はノンパラメトリック法のC1テストの検定では有意差が認められなν、しかし，粗点や担任教釘
の判断によると ，1I群がややすぐれている集団であるといえる。
tめ 機材の配当とシートの配布:授業に入るまえ，各群に 1台ずつツート式磁気録音機を配当する。
また，児童には 1単位時間の学習に必要と恩われる枚数だけγ-1-を配布する。
住J記録事項:1 . 1I群にそれぞれ 1名の記録者(所員、担任教師 〕をおき， 3人の児童の学習を記録
用紙にチェックする。主として次の 2点、を記録するn
ア‘反応およびフィードパy グにおける所要時間
イ.反応した内容
1台の機材で 3人が 1組になって学習を進めるのであるから， 7は 1)ーダーのボタン操作によって
時聞がまIjられる。いいかえれば，この場合の所要時間はグループベースにおける学習時聞を計時し
たものである。これに加えて.1併ではC2児個人の所要時聞が記録しておぐ。グループ内におけ
る個人の学習進度がどのように行なわれ，どのような問題が指摘されるかを検討するために行なう
ものである。イでは所定のにコの中に記入した数字やととばなどをそのまま，個人別に記録する。
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d 
十 4 
①よ+上=日①よ+上ヨ③]=己3 '9 1 I ~ 5 ' 10 I I ~ 4 8 
一1+ー2の計算3 ' 5 
3 1 いちばん小さい共通の分母 C I 
H -g己+日=日
①よ+上=日②iι円①日=ヨ2 ' 3 -1 1 '= 4 I 5 -1 1 ¥v 7' 9 
一3一十 5ーの計算4 I 6 
51 い叫ん小さい共通の分母 l ⑦ 
け=己十日=日=己
①ム人口②ユ十丘三口① ιJ-己6'9-1 1'= 10 '15 12 ' 16 
レー ーーー 」ーーーーー
フレ ステ 問 題 録 コ日包二 内 H廿~ て'7.10. ー グ
1 (1) ⑦ このシートでは分母のちがう分数のたし算のしかたを勉強しましょう。 j
と十をたすにはどうしたらよいでしょ うか。 1のわ〈 の図を見て考え， ァι
えんで答えにあたる部分だけ斜めの線を引きなさ凶。vv
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2 
3 
4 
5 
6 
閤|
(2) IED@ 
俗1
(3) I@ 
俗)
(4) I (l)へ-Q)
{答}
(5) 
(6) I⑦ 
4つにわけた 五つ分に号|けばよいのです。V
次に計算のしかたを考えま しょ う。 イと ウの亡コにどんな分数を入れます治、
上の図と比べて考えなさ同vv
5 
イにはτ・ウにはτとτをたしたτを入れます。 とれは7の図とちょうどあ
いますね。V
この計算のしかたをIr.み線の中でまとめましょう。 エの亡コにあてはまるこ
とばを書きなさしnoVV
計算では÷と士の仰を 4，こそろえています。つまり通分しています払ぞ
れでエには通分と入ります。 この文を読み退しましょう。V
2のわくの計算を別の紙でして答えを書きなさVIOVv 
4 li 5":・
通分してやりましたオ2。答えは左から阪にす'1n._'UですユV
次に3のわ〈の 1行自の計算のしかたを考えましょう。最初にどうします均一
VV 
通分しますオ2。では共通の分母のうちでいちばん小さいものを7に蓄さなさ t
Ir>o V V 
間| 共通な分母は 15です。v
(7) I ED@ 
(8) I閤@
臨)
(9) Iω~@ 
俗}
(10) 
(10 1(1う
(J~ I修正D~@
~) 
(13) I@ 
U4l I間 へ@
では ，分惨を 15にするとイとウにはどんな分数が入りますか。v
イは古，ウほ会でも叩答えをエに書きなさ同v
分母が同じですから，分子どうしをたして分子にします。エは子~ -CTo V I 
4のわ〈を計算して答えを書きなさIr>oV V 
5 13 55 
通分してやりましたね。答えは願に6'20.τすです。V
今度は 5のわ〈の 1行自の少しめんどうな計算をしましょう。最初にどうし
ますか。v
通分しますね。共通の分母のうちで，いちばん小さなものを7に書きなさい。
v 
アには4の倍数であり， また 6の倍数でもある数のうちでいちばん小さhも
の，つまり 12が入ります。では，イとクに分母を 12にした分数を書き ，計
算してエをうめなさIr>oV V 
イは古 ，ゥは弓 ，エは弓です。v
エは仮分数ですから帯分数になおしてオに書きましょう。v
オは帯分数115で丸では .6のわぐを計算して答え持きましょう。VVi
俗)I みんな仮分動こなりますから帯分数になおします。答えは 1番は 1村， 2 
23 fs.は 1ー .3蕃は 1ー となります。く終了>30 • -""~ . 4 8 
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5年
分散
異分母のひきr.r 51'} 
|〕五三一一』一~さ子'- (図 2-)← 1・ 唱 、KC 11競コ!→|，.ll1 I甘協よi
じ「 ニ②巴己正¥日
、 ???
??
?
?
?
???? ??
?
?
? ?
，?
I 分母のらがう分数のひ主算では 1 1して計算します。 1@'-一一_J- 1 
21①会-3=巳 '告を-t=日
、ちばん小さい共通の分母同亡二コ
討=日一己=旦
ペ一九二日
41① ?-t=日 5 与す=日 ?
ー-
「?? ? ?
? ? ? ?
?
?
1-~-~\ ¥一日二日
5 
会-i-=白②号一色二日 ω合一|2a一日
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171問 題
(21 
(3) ⑦ 
録 音 内 ~ 主)'
分母の迷う分数のひき算のしかたを勉強しましょう。会から 11Bをひれこは
どうしたらよいでしょうか。 1のわ〈の図について考えましょう。まず，図 1
図言とかっとの中に書いてあることを見なさ同v
図 1でクェスチョン=マークは伺にあたるものを表わしているのですヵ、VV
引いた答えにあたりますね。 図 1では図を 5つにわけていますから， 11百は
白L走になるため答えがはっきりしまぜん。それで市も1，l，走にならないよ
うにわける線をつけたしたのは図 2です。アの口をうめなさ'v>oVV
(4) I俗l⑦fil 図2でアにあたる部分は 1を 10にわけた 8つ分ですね。だからアには先
が入ります。クエスチ nン=マークにあたる分数は図からすぐにわかります。
図 1とその下にある式を見比べ，また，図 2とその下にある式を見比べて，ァ
とイの口約めなさ'v>oVV
匹)1式の中のアは図2のアと同じで告です。そしてイは告です。v
(fi) I@ 1 この計算のしかたをなみ線の中でまとめましょう。ウの亡コにあたることば
を諮きなさν、v
匹)1 分母をそろえて計算していますね。それでウには通分と入ります。との文を
読み返しましょう。V
2 I (6) 1 0)ベ~ I 2のわくの計算を別の紙でして，答えを書きなさ同VV
搭)1 滋分してしましたね。答えは T挙が士， 2番吋， 3番が九つまりすです。
3挙の答えは約分を忘れてはいけませ八均V
3 I (7) I I 次に 5のわ〈の 1行自の計算のしかたを考えましょう。最初にどうしますれ
(9) 俗正D~@
俗)
4 (10) 1①べD
5 胸帥~鐸@持D~~陸ヨ別
俗:)
4 (14) I①イS
際)
VV 
通分しますね。共通の分母のいちばん小さいものを7に容さなさ'v>oVV 
7は6です。では分母を6にした分数をイとウの仁コに入れ，答え安エの
口に書きなさI/loVV 
イは持 ，ゥは合 ，エは誌です。VV
4のわ〈の計算をして答えをそ与さなさ'v>oVV
答えは瓶に封，三1"'誌です。 V
今度は 5のわ〈の計算を考えましょう。最初にどうしますれv
通分しますね。ではアの口にあたる数を入れなさ¥r.oV V 
7は 18です。イとウに 18を分母にした分数を入れ，答えをエに書きなさ
同VV_ 
イは 十言 ，ウは 合 ，エは十すです。V
段後に， 6のわ〈の計算をして答えを仁コの中に脅念なさ同VV
答えは順に古，社，誌です。V このγートでひとつでもまちがった
!ならばパまじめから復習し，まちがわ汁仇できるようになりましょう。
く終了〉
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5 年
分数
1 1 
薬分f去のた し算，ひき 算
3よ十2よの計算4 . ~ 2 
@Ø~~佐)
十 @@@ 
C)(JOOO⑦ 
--------令3士
→ 2上2 =2口4 ⑦ 
5口@
4 
21① 2争+1-• [ ② 4 ~+ 2~= | 8 . ~ 10 
|25十 3上6の計算(くりあが り)
31 い山小さい共通の分母⑦!
li+3h日日=己=口
山中|←亡] ① 必 5ユ=口9 . ~ 1 2 
4ムー 2~ の計算6 ~ 8 
ルjさ何分母J二コ
ι--zt=も白-込日=L白一弘日五口
S l' 3 
i61① 7す-3世=口 -16五一|市=己 1 
-1 0ー
フレ !λ~ ，問 鍾 録 = 回 ~今，;e-
ーム
内
ー?ー???
(2) I搭吃ゆ
lτh 
熔l
3 I (~) I⑦ 
(5) I俗切~@
陪)
(6) I@ 
俗l
4 I (7) I (lX2) 
臨}
5 I (8) I⑦ 
(9) I O)@ 
(1ω|陪}
(1) I@~@ 
俗)
とのシートでは，信分数のたし}fやひき算をしましょう。 4年生のとき，分
母が同じである帯分数のたし算では ，盤数の部分どうしの和を答えの鐙数部分
とし，分数の郎分どうしの和を答えの分数部分と しましたね。分母の違う併分
量史でも同じように計算します。まず1のわくの幽を見て， 答えにあたる部分だ
けえん』こ斜めの線を引きなさv>"V V 
Sつのえん全部と 4つに分けたえんの 5つの部分に線を引きますね。とれと
問じこと を言 I'~[でやり ましょ う。 7 とイの仁コをうめなさい。vv
アは2.イ は5です。自主数の部分どうし，つまり 3と2をたした 5が答えの
整数部分となっています。また ，分訟の部分どうし，つまりすときをたしたf
が答えの分数部分になっています。 見なおしまし ょうoV
2のわくの計算を別の年でして答えむ書きなさV>"¥j V 
5 ~=". 29 答えは 1{l}が帯分数5す.2番が6日となります。まちがえたなら分数の
部分どうしのたし'tj(を見なおしまし ょう。v
5のわ〈の 1行自の計算をしましょう。はじめに通分しますね。 7のCコを
うめなさV>"V V 
アは 10になりますね。ではイとウを分母が 10の分数でせfき ，エをうめな
さ'-^oV V 
4 ... 9 _，， 13 
イは布， ウはfo.エは仔で仮分数です。V
千存分数は分童文の部分を兵分数にしておきます。とのようにするとオはどうな
ります仇VV
オは帯分数5千百になります。v
では .4のわ〈の計訴を別の紙でして答えそ書きなさい。v
答えは 1奮は帯分数5h，2設は 8長です。V
5 のわくではひきま;r~どしま し ょう。通分してやりますねc 7をうめなさレ、
VV 
プは 24です。V
では，イと ウに分母が 24の分数を音きなさ同v
イはfz，ウは廷ですね。このままでひき掠できます九v
ムー分数のほうのひき算ができませんから，帯分数 42"4を省きなおします。エ
とオの口村めて抑し ，肢をれこ書きなさ凡vv
エは詩， ォは詩 ，カは帝分数 1誌です。V
6 I (12) I <W2) I では.5のわくを見なおし，そのしかたにならい .6のわぐの計算を別の紙
にして答えをfEきなさ凡VV
I ._ ~ . _? _. ._10 ト
俗)1 1番の答えは 3~台，これは 5 ーを約分したものです。 Vr ;;o--，_.，~ . ~ ~I-"':'~ 15 ~"'_" .I _'-""'-- - "'''''v 
I I I 俗¥1 2番の答えは帯分数 4誌ですc
I 1 1 1<終T>
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5 年
分数
分数のたし算，ひき算(かっと)
5 1 4 
3つの分数のたし算，ひき算
??
?
?……????????
ー
????
?
?
?
←わた=日+己十日=戸口
か士ーす=日 +B-~Jヨュ巳
ドーのたし算，ひき算ては， 3つの加@「「 ; 
;して計算 Lます。そし三笠苧t恒三三ると きは@[--j ~ 
1 L ，仮分数のとさは I Iか I Iになが Lます 。(
L.......，..，......-..-..ー ~~~9一二ご~gb=~~~~~~~~~~~~~~~~~ふ????????????? ??????
か っ このある問題
寸-(1寸-÷ )の計算
いちばん小さい共通の併 し _1
E-(L日一日ト日一日=に
。題では，はじめに口 の中の計算をしますoj
41① 5す-(2ヤを)=口 ②(斗一世)-(2t-l合)=口
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fレ1ム 三テUジ、l間 題 録 そま 内
附，
長r
3つの分数のたし算 ，ひき算のしかたを勉強しまし主う。まず. 1のわ〈の
(1)の計算のしかたを考えなさ同綾初にどうしますtJ>oVV
2 
俗1
通分しますね。では ，通分のためいちばん小さ凶共通分母を求めます。 7の
口をうめなさV>oVV
アは 12です。五つの分母:3. 4 ， 1 2のどれのも倍数であってしかも凶ち
ばん小さν噌数は何かと考えて求めるのです。V
(れ IED...② では，分母を 12とした分数をイ，ウ，エの 亡 1こ書き，計算してオの仁コ
をうめなさV>oVV _ 
俗1
w I@ 
俗}
Z 区 16 イは合，ウは 合 ，ェ;ま合，ォはす主です。V
ところで千三は仮分数でしかも約分できます。まず約分し，次に帯分数にな
おしてカに替さなさ同VV
約分すると号，したがって帯介数にすると 1すです。V
(2)の計算をしましょ九キをうめなさ同VV
(51 俗的~@J キには:30が入ります。 これは5つの分母 10と5と3のどちらの倍数でも
あるようないちばん小さい整数宏之'えて求められます。では分母を 50にした
分数をク，ヶ，コの仁コtこ書き，計算してサなうめなさV>oVV
開| クは詩，ヶは合 ，コは詰，すは誌です。V
(7) I @~@ I とのわぐで勉強したことを7をふ畠の中でまとめましょう。てコにあたること
ばを入れて文を完成しなさv>oVV 
(8) Iω@ 
臨)I スはi極分， セは約分です。ソとタには鐙数と伶分数のどれかな入れます。こ
の3どを読みかえしま しょう。V
練習しましょう。 2のわ〈の言|算を別の紙でして答えをささなさv>oVv 
臨 I1番の答えは帯分数1÷ ，とれは長官なおしたものですo¥i
問I2挙の答えは信分数 1"2ミ，これは誌をなおしたものです0'./
3 I (9) I⑦ I .3のわ〈ではかっとのある計算のしかたを勉強しましょう。計算するときま
ず通分しますねo "7の 口をうめなさ同vv
悠:)1 iは36です。V
!1m I (O...@ I では， 5 6を分母にした分数をイ， ? ，ヱの口に害きなさV>oVV 
俗)1イはすt，ウは古，エは誌です。V
(l) 1 6Ð~窃 | では，まずかっこの中を計算し，ムヵ，キの口約めなさ同VY
(121 
俗)1 オは誌，ヵほお，キは術分激5fです。v
ふらとのある計算のしかたをなふ綴の中のl二Jをうめでまとめなさ同VV
(e:ll 亡コにほかつこというととばが入ります。V
i二 l 4のわ〈の計算をして答えを書きなさ出。VV5 . 29 2与えは ，帯分数2τ 4ー です。8 ' .42 く終了>
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2. 結果の考察
(1) シー 卜学習の学習事態別所 要 時 間
シー ト学習における学習事援を，刺滋(s )・反応(R )・強化(Rf )およびフィ二ードバック (F)
の4つに区分し，それぞれの所要時間をシー ト別・群月IJに集計した結果は〔表2)のとおりである。
これによると，シー ト1枚における芦Ij激提示の平均所要時聞は 1分 47秒で，強化のそれは 2分 6秒
になってUる。刺激および強化に関する問題は，いわば，教師のプログラミングにかかわる問題であっ
て，ここに要した時閣を集計することによって，録音時聞をフルに活用してプログラムが作成されてい
るかどうかを検討することができる。この実験で使用した 4放のシー トの平均刺激時間と平均強化時聞
の和は，五分 53秒となり，シートの録音可能時間が約 4分であることから， s社発行のシー トはフル
に録脅されているといえよう。
しかし，ここで問題とするのはその点でない。注意しなけれびならないことは，
'.通過率が低凶I群が ，通過率が高いE群よりも学習時聞が速いと凶うこと。
イ.反応における所要時間が圧倒的に多<，フィードパンクにおける所要時聞がきわめて少な凶とい
うととである。以下，この 2点に関して具体的に検討してみよう。
[表2) 学習事態別所要時間とシー トの通過率
S R Rf F 計 通過家
γート
I 若手 E群 I 苦手 n群 I群 E群 I群 E群
Ai. 511 1.分46抄 15)}45fjJ 185}2日 1分57秒 4:)} 20秒 5分41砂 23分48秒25分44秒 66.7 % 742% 
A百512 1. 45 13 55 18 56 1 59 4 51 4 20 22 3日 27 日 46D 667 
ya 513 1. 45 12 23 16 36 2 14 1 34 3 27 17 56 24 日2 33.3 75.0 
Ao. 514 1. 5日 17 35 16 45 2 13 2 25 2 44 2~ 03 23 32 42D 69.1 
平 均 1. 47 14 54 17 39 2 06 3 18 3 35 22 03 25 日4 47.0 70.3 
J① 両群忙なける学習時間の差異
表 2から， Jfo. 5 1 4のシートを除いて.1群が瓦群よりも速いベースで学習が進行していることがわ
かる。しかも，これを通過率のνベJレから検討すると， IT群よりも低率である I群が，かえって学習時
聞が速い。
このことに関して，より具体的に検討するために，フレームの学習内容と反応(R) ，フィー ドパッ
ク(F )時間との関係から，両詳の学習時聞を分析してみよう。
フレームの学習内容を新出問題(練習問題を解決するのに必要な基礎的問題)と練習問題に分けたと
き，これらの学習におけるRおよびFの時聞は〔表3)のとおりである。
前掲のシー ト一覧でもわかるように，新出 ・練習問題は，フレームのI1買をおって交互に配列されてい
る。したがって ，Ya511から.Mi.513までのシー トでは ，フレーム1， 3 ， 5が新出問題で，フレー
ム2， 4 ， 6が練習問題になってhる。 10.51 4ではフレーム 1 • 3が新出問題になっているo 結局，
新出・練習笥題のフレーム数はどちらでも 11で，同数になっている。
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さて，この表でと〈に注目したいことは ，I群
の練習問題における反応時間(2 2分 39秒)で
ある。この 22分 39秒を， r群の問問題と比べ
ると 12分 3秒速く，また ，同群の新出問題と比
べると 14分 15秒速くなっている。さらに， I 
群における反応時聞を新出問題に対する練習問題
のパーセンテ ジで検討してみると， 6 1. 4 ~もと
〔表3J 学習内容量1)学習時間
群 瓦
R F R 
ア新出問題 36分54抄6分54紗 35分55秒
イ練習問題 22 39 6 16 34 42 
手X 100 61.4 % 90B % 守ιι'*。
群
F 
7分54秒
6 18 
7虫7% 
いうように， 1苦手のFゃE群のR，Fの割合に比較して低率になってh る。前述したようにI群の通過
率はE群よりも低いのである。また，後掲する〔表7)を概観すればわかるように， I群における練習
問題の正答反応は新出問題よりも少な〈なってI/)る。
以上の結果から考察されることは， I群の学習1J;f聞が速いのは ，とくに練習問題のフレームにおいて
であり，さら K練習問題Kシけ る正答率 がfまいと とろから. I群の学習行動は，ひ
とつひとつの問題を確実に理解しながら所定のプロセスを通過するよりも，できるだけ速〈通過しよう
とする学習態度がはたらいているのではな凶かと推測される。
② 反応時間とフィードパック時間の比較
シー ト学習では，反応とフィー 1'.パジクにおける行動が，子どもの直接的な学習となるので，これら
にどのくらいの時閣をかけているかを分析してみること除重要である。との実験の結果では， 1枚のシ
ートにおける平均反応時間が， I群 14分 54秒，lI群 17分 39秒である。また，アィ ー ト・パy クの
平均所要時聞はI群 3分 18秒，:rr群五分 33秒で，反応、時間とアィードパジ ク時間を比較すると， 1 
E群ともに，反応時聞が圧倒的に多い。この事実は，どのシートでもi言じ傾向を示している。
この点に関して問題にしたいことは，シートの通過率(正答率)にはかかわりなく， R時間>F時間
の関係を示しているというととである。事実，通過率が最低を示すI群の.M).513をみると，全学習時
間に対するRの比率が 69%であるのに対し， Fの比率が 9%弱になっ て凶る。反対に ，通過忍が飯高
を示すE若干の同シー トをみると ，Rの比率が同じ<6 9 ~もであるのに対し， Fの比率が 1 4 ~らになって
いる。また，全学習時間に対するFの比率をシ トー 別に (表-1J 学習時間におけるF時閣の割合
集計してみると表4のようになる。このように， 通過率
シー ト群別 I 
が低ければフィ ー ドパy クがじゅうぶんに行なわれてい
群 E 群
るとか，よ〈できたからフィードパックにあまり時聞を .M).511 18.2 % 14.3 % 
A': 512 21.6 1 6.1 
かけないで通過したというような学習行動はみられず，
.M).513 1 8.7 14.4 
正誤の反応に関係なく学習が進行しているという点が推
Afo: 5 14 1 0.1 1 1.6 
察されるのである。
こうした傾向は，この実験と同時に行なったる年の資料らも閉じことがいえる。
表 5は， 1枚のツー トを学習するのに要した総時間に対する反応およびフィ ー ドパック時間の割合と
そのシートの通過率を示したものである。との結架からも， g.Fと通過率との聞には少しの関係も見
出すことができない。つまり，通過率が上昇するにつれて，反応時聞が上昇するとか卜降する ，あるい
はフィードパyク時聞が上昇するとか下降するというような一定の関係を見出すことができなレ3のであ
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る。 〔表5J 6年のR.F時間の割合と通過率
次にフィードパックの反応に対する割合を調べてみよう。
F 
いま ，表 1.表 5の'p・均における=X1 0 0を計算してみると，
R 
5年 I群 22.2%，5年E群 20.2%，6年 1空 4%で ，どのグ
ールプでも ，反応時間に対するフィードyク時間の割合が士と
酷似している ととは注目すべきである。
R時間とF時間の比較に関して， これ以上統計分析を行なうこ
とは適切ではないが ，以上の結果から少なくと も次の 2点を要約
することができょう。
;Va.606 
A1i:607 
;Va.608 
fo. 609 
平 均
R F 通過還さ
6490~ 8.2 ~ら 61.1 % 
542 10.2 92β 
65.8 11.8 76A 
5a4 16.4 733 
61.4 11.9 758 
7. 反応時間に比較してフィ ー ドパック時閣がきわめて少な (，その割合は 5対 1になってI/)ること。
イ.反応やフィ ードパッ クにおける所要時間の地減と通過率の高低とは一定の関係、がみられないとと。
とうした事実の指摘は，むろん学習内容の難易度や ，シートプログラムの作成方法に大きなかかわり
合凶をもってくる。たとえば，フィー ドパyクにあまり時聞をかけなかったととの理由として ，
(7)学習内容の難易度の函から
学習内容が容易な問題でaうったので，わざわざ時閣をかけて確認し修正する必袋がなかったのかもし
れな凡反対に学習内容が子どもの能力を上回る高度な問題であったために，いきおい学習活動から逃
避し ，したがってフィードパックでも単に正答を潤きとるだけに終わったかもしれない。
印プログラミングの方法函から
ある加は学習内容の性格の面からとでもいえることであるが ，強化にお凶て正答を聞〈ことだけで，
思考を必要としない性格の問題であったために，時間が必要としなかったとも考えられる。
{ウ)子どもの反応する過程における態度の面から
個人ペースで機材を操作するのでなく ，:5人が共同して学習を進行しなければならないので，ク・ルー
プからの心理的促進作用により落ち着いた学習が進めに〈 ν、
このように， R.Fでの学習時間に影響を与える簸多の漂白が考えられるのであるが，以上の結果か
らは，このよ うな問題を分析することは危険である。このような問題に関しては， (3)で検討することに
なろう。
(2) ゲjしー ブペー スにおける学習時間
表 6は ，1群における C 2 児の待ち時間をステージ別に示したものであと~. この場合 ， C 2児の反応
がひとつでも誤っていたのでは，待ち時間を分析しても意味をなさないので， 正答反応のステージに唄
定して考察することが妥当である。 また， C 2児を対象としたのは ，知能および算数学力偏差値が同鮮
の仰の 2人に比べて中位にあるからである。
C 2 児の反応が正~で，しかも I 群のグループペースよりも速い時間で反応したステージ数は，表 6
を見れば明らかなように ，シートJVo:5 11から必 5 1 4までの 4枚のシートの中に 22のステージを数
えることができる。そして，とれは総ステージ数(5 3 )の約 4害1を占めている。待ち時間の実態をみ
ると，短かいものでJla:5 1 4の(2)ステージの Z秒から ，長いものになると同シ トーの(12)ステージのよう
に 1分 45秒にもなって凶る。待ち時間の総量十は 13分 29秒で，とれはシート学習における I詳の総
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反応時間(5 8分 48秒)の約23%を占め，また，C2'児正答反応のステージにbける I群反応時間
( 2 3分 4秒)の約59%1'(逮している。
〔表6) 通過怒100%のステージにおけるC2俺の待ち時間
-ン Jto:511 .Ail512 
ス アー i/ (2) (3) (6) (7) (8) (9) (10 (1~ (J~ (4) (5) (8) 
C2児反応時間 15" 25" 9" 2ぴf 4" l' 30" 6" l' 00" 1ぴJ 25" 40" 5" 
I併 反応時間 25" ." 20" 20" ."日日" 15"2'40ノ/ 20" l' 40" 45" 1'10λ! 2'20" 31" 
C2児待ち時間 10" 55" 11" 40" 11" l' 1日" 141' 40" 35" 45" l' 40" 26" 
.1o 5 1 3 A.i 5 1 4 
~r 
(1) O~ ωI (31 (4) (5) (21 i31 (5) O~ 
7" 2γ l' 07" 4<1' 1ぴf 23" 8" ~5" 18" 20" 9' 35" 
2ぴ" l' 07" 1'28" 1'28" l' 06" l' 00" 10" l' 00" 34" 2'05" 23' 04"① 
13" 45" 21" 4'/' 56" 37" 2" 1 9" 16" 1'45" 13'2ψ(2) 
@X 10日 %
= 22，7 
I若手総反応王寺間
? ?
?
? ? ?
この結果からいえることは.C 2 J厄が正しく反応した場合のステージにかいては ，自分の反応時間よ
りも待ち時間のほうが多凶ことである。いいかえれば，C 2児が自力で真.剣に考え ，判断し，反応する
時間よりも，休んで凶たり ，CJやCgに助力を与えてlハる1寺問が長 <， C 2自身の学習の成立には無
関係な行動が多いといえる。そして，とのように待ち時間が多いのはC2児だけでな <，反対にC2児
ができずに反応しないでいるために ，C 1児やCs児が待っているという事態も身えられ手。とぐにス
イyチリーダーであるCJ児は ，，~人中成績がもっともすぐれているために当然， C 2児よりも待ち時
間が多いはずである。 このような点から考えると ，グループベースによるヅ トー学習は ，個人ペースに
よるシ トー学習よりも学習時聞が長〈なり ，しかも個人的にはロスが多いといえよう。
ところで，この結果から，グループベースによる学習が個人ペースによる学習よりも学習の成立が期
待しに〈いと結論づ，j'ることにはならなし、なぜならば直後テストの給呆では両併に有意差がなhが，
把持アス トの結果ではグループペースのほうが有志にすぐれていたと凶う結論が ，との方面の多〈の実
設的研究で報告されているかうである。(曲 鈴木義幾氏の 「即時硲認と自己ベースの原理の疑点」テ
ーチングマイシン酷V0113-1を参照)ただ，ここで強調したかったことは，グループベースと個人
ベースの学習効果を比較するのではな <， 3人が 1組になって学習を進めるグループベースでは，学習
時間が長〈なる傾向があるととを ，成績中位児o.待ち時間の結果から推察したかったのである。
(3) 望ましくない学習行動の実態-
表 7の 1から4までは ，実験授業で行なった 4~女のシートにつ凶て，小間iこbげる児童ひとりひとり
の反応結果と ，グループベースにルげる反応時間ルよびフィードパy ク時間を示したものである。 この
結援に慕づいて，各ステージどとに学習行動の分析してい〈ことは ，問題点を浮き彫りすることを困難
にするので ，ととでは，児童の学習行動に問題があると思われるステージを他出して ，その実熊を明ら
かにする。
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〔表7φ1J シートNO.511の学習行動 (Cl~CG :児童.F.フィードパy ク〕
ノ ス問 I E半 E 群
レ ア F 反 応 F' 反 応
ム v 題 C 1 C2 C3 分 秒 分 秒 C4 CG C6 分 秒|分 秒
(1)⑦ 。ム × 1. 20 4 。〉く × 1. 30 I 20 
(2) ① 。。× 。。。
25 1 0 1. 40 20 
@ 。。× 。。。
(3) @ 。。ム 1. 2日 2日 。。。1. 1日 1 0 
立 (4) (1) 。〉く × 〉く 。× 
<zi 。。× 2. 30 40 〉く 。× 1. 4日 45 
@ 。× × 。。。
ー，
s (5) ム ム 6. 10 6. ム ム 28 
(6) ⑦ 。。。 20 。。。 25 
(7) ED 。。。 。。。
1. 00 5 55 5 
@ 。。。 。。× 
(8) @ 。。。 15 10 。。。 1 3 8 I 
4 (9)ω 。。コぇ 。。。
(奇 。。〉く‘ 2. 4 0 2. 1 0 。。× 2. 36 28 
~) 。。6. 。× 。
5 (lOJ A ム A 1 5 ム 6. ム 36 
OD ⑦ 。。× 20 。。。 一
(1?J ED 。。。 。× 。
@ 。。。1. 4日 5 。〉く 。2. 05 1. 10 
@ 。。。 。× 。
(131 0 。。× 45 。。〉く 44 
.一一
も (14) Q) × × X × 。〉く
2) 。。× 2. 45 36 。。× 3. 49 1 7 
Q) ム ム 〉く 10 。× 
~ 計 4目 20 18. 20 五 41
(注) 0:正答 x:誤答 6.:無反応 ー :無アィーや~ク
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〔表7の2J シートNO.51 2の学習行動 ( C 1 ~C 6 :児童， F:フィ ー ドパy ク)
;夢 ス問 I 群 E 群
l/ ア 反 応 F 反 応 F 
ム i/ 題 C1 C2 Cs 分 秒、 分 秒 C. C~ 秒 分 秒
1 (1) ム ム ム 1 5 ど〉 ム ム 41 
121 ム ム ム 35 ム ム ム 五?
(3) ⑦ 。〉く X 55 。× 〉く 1. 23 
(4) ⑦ × 。X × 。× 
1. 1日 5 1. 27 49 
@ × 。× 〉く 。〉く
(5) @ × 。X 2. 20 26 〉く × × 1. 1 2 1. 03 
2 (6) ① 。。× 。。× 
¥2) 。。X 2. 25 日 。。X 2. 51 44 
@ × 〉く × × × × 
(7) ム 6， 6， 22 ム ~ ム 55 
(8) ⑦ 。。。 3 1 。。。 35 
(9) fi 。。〉え 。。。
@ × × 〉に 1. OQ 1 0 。。。1. 07 22 
@ 。× o 。。。
4 I仰 ω 。。〉え 。。× 
① 。x、 〉く 1. 05 45 。。。4. 38 39 
@ 〉く ム ム X × × 
5 (1) ム ム ム 22 ム ム ム 1 7 
(12)⑦ 。。〉く 20 。。。 16 一
(ゅの 。。〉く 。。。
@ 。。× 1. 07 2. 32 。。。 30 1 8 
@ 。。X 。。。
ι (14) (1) × 。〉く 。。。
団 × 。〉く 1. 28 53 。。× 2. 25 25 
③ × 。× × 。× 
~ 計 13. 55 4. 5 1 18. 56 4. 2日
(注) 0:正答 x:誤答 ム:無反応、 -.無フィードパック
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〔表Tの 3) シートNo.513の学習行動(C 1 -c 6 :児童， F:フィー ドパッ ク)
フ ス 間 I 群 E 群
lノ )了
反 応 F 反 応 F 
ム i/題 c} c2 c3 分 秒 分 秒 C盛 c6 c6 分 手少 分 秒、
1 (1) X ム × 38 一 。。× 1. 52 一
(2) ⑦ 。。。 。。。
48 1 4 55 1 1 
@ × × 〉え 。。。
2 (3) ① × 。× 。。〉に
1. 28 14 2. 1 4 1 1 
的 X 。× 。。〉く
:ョ (4 )⑦ 。。。T目 14. 。。。 1 4 
(5) (1) 。。x 10 。。
@ 。。× 1. 00 5 。。。 29 1 1 
@ 。。〉く 。。。
(6) @ 〉く 〉く 〉く 40 5 。。。 1日 35 
4 (7) ① 〉く 。× 。〉く 。
1. 24 5 2目 19 3D 
(お 〉え 〉く 〉え × 〉く × 
5 (8) ⑦ X × × 48 1 2 。。。 27 5 
(9) (1) 。。〉く 。。
4日 50 
@ 。。〉丈 。〉く
(10) ム ム ム D ム ム ム 1 0 一
(11) @ 〉く 。x、 。。。
@ 〉く X × 1. 05 29 。。〉く 2. 31 1 6 
@ × 〉く x 。。× 
6 U21 ① X 〉え 〉く り × 〉え 〉く 1. 00 
2. 38 4. 25 
(2) X 〉く 〉く 1日 × 。〉く 5日
βn 入 苦ト 1 2. 23 1. 34 3. 27 
」由ー ー田』ーー 一ー
(注) 0:正答 x:誤答 ム:無反応 一:;線フィ ー やとY ク
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〔表7の4) シートN'l.514の学習行動 (C l~CO : 児童， F: フィードパァク)
フ ス間 I tl平 E 群
ν プT 反 応 F 反 応 F 
ム ジ題 C 1 C2 C 3 ，分 秒 分 秒 C. C5 C6 分 秒 分 秒
ム ム ム 自 ム ム A 5 
(21 ⑦ 。。。 1 0 5 。。。 10 ι 
(31 ED 。。。 。。。
@ 。。。1. 日日 1 9 。。。 :; 0 1 1 
@ 。。。 。。。
@ 。。。 。。。
(4) @ 〉に X × 1. 08 。。× 〉く 17 ? 
(5) @ 。。。 34 10 。。 45 
(6) o 。。× 。。。
@ 。。× 1， 2日 40 。。。1. 1 1 10 
@ 。。〉く 。仁) 。
@ 〉に × 〉え 。。。
(7) @ 。。。 。。。
@ X 。〉く 。。。
2. 30 22 2. 1 3 1 0 
@ 。〉く × 。× 。
@ 〉仁 く〉 × X 。× 
2 (8)ω 〉ι 〉く 〉く ? × × × 22 
五 J6 五 24
@ 〉く × × f × 。X 1 4 
5 (9) ⑦ × × 〉く 1. 00 5 。X × 24 5 
(1ω@ × × X × 。× 
@ × 。× 2. 25 4 。。。 45 22 
@ × × × 。。〉く
UI) @ × × 〉く 。。〉く
@ 〉く 。〉え 54 D × 。x 2. 25 39 
@ × × 〉く Pく × X 
(I~ 。。。2. 05 7 。。。 1 7 5 
4 (13)① × X 〉く 。。× 
1. 15 2 8 4. 2 1 1 3 
合〉 × X × X x × 
AEコ、 計 1 7. :; 5 2. 25 ' 1 6. 45 2. 44 
(注) 0:正答 x:誤答 ム :無反応 ー:~1~ フィ ードパック
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この場合，反応結果と所婆時間のデータだけから ，シー ト学習に診ける学習行動の問題点、を解明する
ことは，教材，プログラミング，グループベースの諸問題など三重々の条件から介みしてくるので容易な
ことではないが ，反応結果と， RたよびFの所婆時間との組み合わせから，次のようなステージの裂が
望まし〈ない学習行動であると考える。
7.誤答反応が多<，反応時聞が速いステージ
イ.誤答反応、が多<，反応時間合よびフィードパy ク時間ともに速いステージ
次に，これらの学習行動パターンに属するステージを表7の中から抽出し ，さらに ，典型的な例ひと
つについて ，その実鰐と問題を具体的に検討してみることにし ょう。
① 誤答反応、が多ぐ，反応時閣が速いステージ
I 群では ，Al511ω，.1:正51 2 (1{絢岨，1(0. 5 1 3 (3)(1)の5ステージがこれに該当し， I群ではとれに
属するステージがなν、
'WiI 1詳のJ伝5 1 2 (ゅのステージ
lヤミ-t=日 ωトト三 @3一台=日 -ーJ
学習 録 音 内 容 C1 C2 Cs 時 苛
く S> 4のわ〈の計算をして答えを書きなさν、v 5秒
くR> (.!) 1 1 1 1 520 20 20 
(2) 4 ι 6 1分 日5秒
212121 
ω 4 1 1 
くRf>
1 1 4 2，3 
答えはl原に玄O'す1'88です。V 1 1秒
くF> 4 5秒
この問題は異分母のひき算に関する練習問題である。 3小聞について ，3人の児童の反応をみると ，
C 1は①ゆ 一 正答， ~ì ー誤答 ， C 2はωプ?正答 ，l2)一誤答，0)ー熊谷， c sは(1)(2)ー 誤谷 ，
ωー 無答というように，正答反応が比較的に少な同しかるに ，この反応に嘆した時間は 1分 5砂で
同ステージにかけるE群の 4分 38秒に比較して，かなり速く通過している。との結果から，このステ
ージにお、ける I詳の学習は，学習問題に対して一歩一歩確実に計算しながら反応する態度がみられず
(と〈にC2 ，C3) ，途中で問題をなげだしたり，学習から逃避しようとする傾向が推察される。
6ifかに ，と うした傾向は，子どもの学習態度としては望まし〈ないのであるが，これを学習内容の側
商からも検討してみる必認がある。なぜなら， Aの戸ターンに属する 5つのステージを調べてみると ，
A6. 5 1 3 (11)を除〈他のステージはすべて練習問題に関するステージなのである。
このように誤答反応が多<，反応時間が速M ステージは練習話題に多いのであるから ，成績の劣る児
童に対してできるだけ簡単な笥題(たとえば，とこでは透分方法が比較的容易な分母を選ぶこと)をプ
ログラミングするととが，教師の直接的コミュニケージョンのなされないシートザ習にとっては肝婆で
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-..3 1 Ii あろう。また，練習問題の疑7J'はτ一τ=とゴというように，それ自体ひとつの学習のまとまりとし
て焼成されてhる。したがって，解答に至るまでの学習過程は多〈のステ yプを通過することになるの
で，個別学腎的な型態をとるシート学習にないて佐 ，こう した問題では ，グループ内集団思考を活発に
させることが，指導上の重要なポイントであろう。
②誤答反応が多< ，フィードパック時聞が速いステージ
ととに属するステージは，!i洋ではA).511(1)，;10:5 1 2(6)，JVo:5 1 3(6)，A).5 1 4(4) (8)(9) (IC>の
7ステージ，耳若年iではAb_5 1 4 (13)の 1ステージで，計8ステージをあげることができる。
例 I宮下の必 51 4 (1ωのステージ
3 I かっとのある問題
44-(1士-i)の計算
時ばん小さい共…⑦口
4@巴ー(1 Jヨ-p)24J-@日、口
/ー、./"""、、f町、~~旬、-~.-........~ノ問、』〆句、ー/ー，-，-__，-、
学習 録 玄目>: 内 n廿、.
く S> では， 3 6を分母にした分数をイウエの仁コに舎きなさい。VV
<R> @ 
@ 
@ 
<Rf> 12..，9 ...24 イは τ6'ウは吉6'エは吉Eです。v
くF>
C1 C2 C3 時間
8抄
32 27 3 
36 36 36 
291 
36 36 36 
1 12 2 
36 36 36 
B!'J 
1 0替のステージは， 第 5フレーム中の問題む@@である。これらの問題に先行する⑦で，共通する
分母の数が 36であるとと在学習し ，しかも， rーでは， 3 6を分母にした分数を・・……'Jと凶うように
1 0;番ステージの刺激(s )でも， <り返し共通する分母を強化しているのであるから，このステージ
に反応するととはそれほどむずかし凶問題ではなlI>Oしかし，反応結果をみると.C 2児が@を正答し
ただけで， その fl~の問題は全員がま ちがって'.'">る。
問題の容易さ (もっとも，かっとや荷分数があるので心理的にはめんどうな問題に見えるが〕から判
断して，反応時間に 2分 25秒もかかっていることは ，ひとつの問題である。しかし，とこでとぐに問
題とすべき点は，延P問中 8問を誤答したにもかかわらず，jE答提示後のフィードパy クにわずか4秒
しか時間をとっていた凶ことで忘る。学習プロセスになけるフィードパy クの機能は，反応後の強化(
具体的には正答の伝達としてあらわれる)によって ，自分の反応結果の正否をE~時に確認し，もし反応
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がまちがっていたならば，すぐさま修正を加えるととができるというように，つねに望ましい状態に子
どもの学習行動を制御する役割を果すのである。ところが， ζのステージにかける I群のフィードバッ
ク時聞はわずかに 4秒である。かりに 5人の子どもが，機械的に自分の誤答反応を消して，そζにいま
崎hたばかりの正答誌 ，5，誌を書き込むだけでも 4秒以上の時間がかかるのに，ーこ うした
ー速の活動は，計男:の技能を高める うえには， 無意映な活動であるが 一 自分の答えが，どうしてまち
がったのか ，どこにつまずいたのかというととを注窓深〈倹討してい〈 ならば，この 4秒では明らかに
短かすぎる。
こうしたことは，上にあげた残りの 7ステージにつ凶ても同様である。ちなみに，これらのステージ
の正答率とフィードパ7ク時間をあげてみると，正答怒はいずれも 50 %以下で ，フィードパッ クにお、
ける所要時苛は0秒から 15秒までというよ今に極端に少なぐなってMる。
また，両群のレベルで，このパターンに属するステージ数を比較すると，先に明記したように 7対 1
で，成績の劣る I群が圧倒的に多い。それだけ I群に会ける学習の定義は不じゅうぶんであり， 誤答反
応に対して積極的に修正しよ うとする心がまえが不足しているように思われる。
③ 誤答反応が多<: .反応時聞がよび アイー ドパック時間とも に速いステージ
このパターンに属するステージは， 1群ではAd.5 1 3 (7) UZl ， Aa.5 1 4 (11) (13)の 4ステージ，r併
ではAii.5 1 2 (5)の1ステージで計5ステージである。 このパターンは上の ω (2) 型!を合わせたもの
で，ツート学習に診ける学霊行動としては，最も望ましくないタイプと凶えよう。
例 I群の必 51 3 (12)のステージ
巳三 73-4=口 6会一1元=口
学習 録 音 内 容 C) C2 C3 時 問
くS> では， 5のわ〈を見ななし，そのしかたになら凶 ，6の
わ〈の計算を別の紙にして，答えを脅さなさv'¥，VV 8抄
くR> ω 1 1 _1 0 . 6 41'""5 31 5 4 1-5 
(2) 5-28-1441--D25一28一2 
く:Rf> f呑の答えは5吉 'これは 51105を約分したものですoV 10;秒
くF、〉 4秒
く:Rf> 2番の答えは帯分数 44521です。 く終了> 7砂
くF> 6秒
この問題は ，異分母帯分数のひき算の計算問題である。小間〈び2)とも， 3人そろって誤答している。
ただ， C 2児の(1)は5誌と齢，と同約分することを忘れただけで ，計算の錦は正しと考えてよ
レ、。
反応時聞は2分 38秒、で ，r苦手の 4分 25秒に比紋するとかなり速い。 また ，全部の児童が誤答した
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にしては，フィードパy クの侍聞がωでは 4秒.cのでは 6秒というよ5に，これまたた凶へん速い。①
(むの問題はどちらも繰り下りのある計算で，約分したり (ω)，共通な分母をみつけにくい分数であっ
たり((奇)という具合に ，分数の減法に関する計算としては，もっとも困難で最終的なねら凶をもった
ものと考えてよい。このプログラムの作成者もこの点を考慮、して，フィードパy クの指示を二度に分け
て，理解の定着を図るよう注意をはらってはいる。しかし，これらの結果からは，まったく散却~I，(J機材
を操作しているとしか考えられな凶。このことを教材の面からみるならば，成績のすぐれているE群で
さえ正答率が低い (16.7%)のであるから，この穏の学習内容をプログラミングするにつれては，多
少の疑問が残らないでもなM。
上述したように，シー ト学習での学習の進行は，祝覚刺激(シート)と，聴覚刺激(録音による音声
)を媒介として学習内容を提示し，個々に反応するのであって，教師と児童の直接面接によって進めら
れるのではない。したがって，シート学習に好いて教師が留意しなければならないことは，シートプロ
グラムの作成にあたって，児童が誤答を診としやすい要因をできるだけ避けて，小刻みなステップの連
続によるプログラムを作ること。また，学習者に対しては，先行するステァプなりフレームの問題を確
実に行なってからでないと，次のフ レームに進行しては凶けな¥/>ことを， <り返し強調することが必要
であろう。
以上 ，ω.CID，@の 5類型に分類して，シート学習にお‘ける学習行動の問題点を追求してきたが，と
れらはいずれも，誤答反応が比較的多いステージに限られていた。こうした結果から，誤答反応の多凶
ステージの学習行動が望まし〈なく，反対に，正答反応の多いステージの学習が望ましい行動を示して
いるという結論には結びつかない。より厳密にいえば，誤答反応の多いステージにな凶ては，問題にな
るような学習行動が比較的多〈出現する傾向を示し，正答反応の多レミステージにj甘いては，そうした傾
向が少な凶といえよう。したがって，正答反応の多いステージにな凶ても，二三の問題を含むステージ
な抽出することができる。たとえば，学習問題が容易で，グループ会員が正答したにもかかわらず，反
応持問がなそすぎると思われるステージー I詳のyo.5 1 4 (3) (l2! ， n群の必 51 1 (2lー や，正答採
が高い割合に，フィ ー ドパックに多〈の時聞をかけているλ テージ -ー 1群のA1i.5 1 203)， n若手のYo.5
1 3 (6)ーなどが間筒される。前者を仮に， I非能率型の学習行動」と時ぶならば，後者は. Iだめな
し型の学習行動」であるといえる。凶ずれにせよ，正答反応が多¥/>ステージと望ましい学習行動の問に
は，等号記号で結びつかないことを，留意したかったので~る。
④両群の実態
ここで少し観点をかえて，グループ聞の相対的な関係から両群の学習行動の問題を検討してみよう。
この場合，表7のデータを次のように処理して待られた学習行動のパターンに基づいて，分析すること
にする。
通過率について:たとえばステージTで 5人中 2人が正答したとき，このステージになける通過率
はる 7~もであるととらえる。そしてスキナープログラム型では，通過æ9 0 %以上を要求しているとこ
ろから， 9 0 %与L上の通過率を示したステージをO.日9%以下のステージを@とする。
反応・フィードパシクの所要時間について:プログラム学習では所定のプロセスをできるだけ速〈
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しかもむだのない時間で通過することが望ましいわけである。ととろがあるステージの問題を学習する
場合に，その問題を解決するまでにどの〈らいの時間があれば適切であるのか，いhかえれば問題解決
に雫る客観的な所要時間を推定することはむずかし1ハ。したがって ，ここでは所要時聞を絶対的な規準
でとらえるのでなぐ，グループ相互の相対的な医i係から，速い， :lô~そいの判定をする。具体的にいえば
I静の反応が立群よりも速ければO.:lo'そければ⑧とする。プイードパックにシける表現法も反応のそ
れと同織に記入する。
こうした操作によって得られたパターンと ，それに属するステージ数そあげれば表8のと:lo'りである。
との実験受業で学習された総ステージ数は 53である。 ーフィードパック(F )の項でのA は，強
化(正答〉の提示後で機材を停止させる街示を与えてhないこと，つまり，フィードパックのための時
聞をとらせていないステージの湯合である。また，反応CR)の項でのA は，積極的，行動的反応を強
要せず ，V>わゆる無反応を起こさせるステージの場合である。
この盟表を概観していえることは，
7， 1群の学習成績はE苦手に比較してやや劣る。
CDから④までの正答挙中日私以上のステージ数を加えた I群の 6っと .1I群の 14を統計的に検定し
てみると.5 "Ioの危険率で有意差が認められるところからも， 1群の成績はやや劣っていると考えられ
る。
〔表8J 学習行動のパターン
a 
b 
c 
d 
E 
f 
g 
h 
k 
m 
n 
主義 R F 
000 
o 0 G 
o ~ 0 
o Gl翁
⑬ o 0 
⑩ o ~ 
~ ~ 0 
毒事 ~ ~ 
o 0 .a. 
0 ⑨ A 
勢 o A 
@⑧ A 
A 0 A 
A ⑧ A 
通過率守 口%以上で， n.Fともに速い
通過率守口私以上で ，R速く .F会そい
通過率90 ~も以卜で .Rシそ< . F速い
通過率?口%以上で ，R. Fともにシそい
通過率89場以下で， R. Fともに速凶
通過率89 "Io以下で ，R速<， F志、そ凶
通過率89%以下で， R:t"そ<，F速い
通過率89鳴以下で， R.Fともになそ凶
通過率守口%以上で， R速く， Fなし
通過率守口%以上で .R:lo'そ<， F'なし
通過m;8 9・%以下て・， n.;，丞<， Fなし
通過率89%以下で .Rなそ<， Fなし
無反応で .R速<， Fなし
無反応で， Rなそ<， Fなし
(注) 率:通過滞 R :反応 F : 7イー ドパック
。 :他群よりも時間が速い e:他群よりも時聞がおそい
①: 1群のステァジ数 ② :1I群のステー ジ数
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イ.1群の学習行
ω @ 動は.1群iこ比
2 7 較してやや非能
5 率的である。
。z R， F!こ主イナ
5 2 るOゃ@ほ，他
7 7 群との比較によ
7 4 って決めたので
7 ι あるから，一概
B 4 にはいえないが
2 2 乱やhのバター
2 5 ンから判断する
4 2 と， 1詳の学習
2 5 進度はやや非能
6 2 率的であると考
2 えられる。
しかし，たと
えば I群の反応
がO-x:あるととは
径婦にいえばE群よりも 1秒だけ速かったのかもしれない。したがって，こうした分析方法でグループ
ペースによる学習行動の間短を指摘することには多少の疑問が残るけれども，以上のパターY から両詳
の差主主をある程度とらえることができると思れな台， i.I:;J、降のノミター ンはシー トプ E グラム出休に問
題があるので，次項で考祭することにする。
(4) シー トプログラ ムの問題
この実験で使用した，.1o. 5 1 1からA5 1 4までの 4炊のγー トを，プログラム学包暖房ー のフィルタ
ーをとうして，シートプログラムの作成上の問題を明らかにしてみよう。
プログラム学習は.小ステ yプによる刺激(問題〉を提示し，反応(答え)を記入したのち，正答を
即時に提示するという形式をとってM る。 しかしながら，プログラム学習の本質は，このような形式に
あるのではなく，小ステy プの原理，積極的反応、の原理，即時確認のJ泉理，自己ペースの原理念よび学
習者倹証の原理の 5つの原理を兼備し，これらの原理に基づ〈学習退程である。シート式磁気録音機そ
活用した学習も原則的にはプログラム学習と同系列にあるので，ジー トプログラムにないても，これら
の原El!を基盤にして作成されたものでなければならな凶。そこで，とこでは，と〈に積極的反応の原湿
なよび刻時篠認の原理の立場から，プログラミング上の問題を分祈検討してみよう。
①積極的反応の原理からみた問題
この原理では，学習は刺激と反応の結合によって成"IT.するというS-R学管魁論を基礎にして診り，
その中心的なねらいは，反応が行動的で ，自に見えるかたちで現われた反応でなければ学習は定着しに
ぐいということである。つまり ，心の中でわかったとか，考えたとかという無意鞭な反応は ，確実に理
解したことにはならないという立場をとる。したがって，行動的，可視的，意識的反応を要求するから
には，とれらの反応を表現する場所(たとえば，仁コを設けるとか，凶表に容かぜるなど)を，具休的
に指示する必要がある。この原J!l!から実験に使用したシートを分析してみると，積極的反応を要求して
いないステージが8つある。(表7訟よび表 Bを参照)
それは，次のようなかたちであらわれる。
7. シー ト必 511の(5l
次iこ， 3のわ〈の 1行自の計算のしかたそ考えましょう。最初にどうします九vv
イ.シート必 512の(1)
4 _ ， 
分母のちがう分数のひき算のしかたを勉強しましょう。 τからτ百をひ〈にはどうしたらよ
いでしょう治、 1のわぐの図について考えましょう。まず，図 1.図2と( )の甲に奮加で
あるととを見なさvy，Vv 
ウ.シ トーAo.5 1 2の(2l
図 1 で?~ークは何にあたるものを表わしているのです仇 .vv
7は，問題をあたえただけで，行動を表現する具体的な場所を明記していない例である。
イは，図を見るととを指示してl/>るので，設問の上では問題にするにあたらないけれども ，やはり積
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極的反応の原理にはそぐわな凶例である。
ウは，設聞があいまいなうえに，イと同様に積極的反応を要求していない例である。
イ，ウは， 5 1 21!):のシートの導入に当たるステージである。ここでは，異分数のひき算を計算させ
るための導入的な役割を果たすのであるから，とうした刺激の提示方法は別に問題とするに価しないと
いう反論が考えられる。しかし，導入段階であろうと終末段階であろうと，顕在的な反応がなければ，
教師は児童をがどのように反応したかを確認することが困難である。
したがって，顕在的な反応を強要することによって，児堂の学習の成就度を評価することができ，ま
た，シー ト学習後の重点を明らかにするとともできる。さらに ，プログラムが児童の能力に適合してい
るか苫うかを検討するための資料にもなるのであるから，潜在的反応で終わるような刺激の提示は，で
きるだけ避けなければならなM。
①即時確認の原理からみた問題
この原理は，児童が反応した後， 答えが即時に縫認されたとき，その学習は最も効果がある。したが
って，児童が自分の反応が正しいか，誤りかを即時に確認できるようにプログラミングされていれば，
この原理が用いられていることになる。
シート式槌気録音機を利用した学習では，ペーパープログラムを使用した一般のプログラム学習よ り
も，この原理を効果的に働かせることができる。すなわち，ペーパープログラムでは，フレームの横ま
たは下段に正答を示してあるが ，シート学習では，刺激(問題提示)ー +反応(答え)ー+強化(正答
提示)一→確認(フィードパック)というプロセスを， ボタン操作を中心に学習が進行するので，反応
する前に正答が示されることがない。
一方，即時確認の原理に関して，即時性と確認のさせ方の両方から，この実験で使用したシートを分
析してみると，即時性については ，全ステージが即時にlE~を提示しているので問題はな凶。注意しな
ければならな¥/)ことは，縫認のさぜ方である。児藍に正答を示しただけでは学習の効果があがらないの
であって，正答によって自分の反応を修正する過程が重要なのである。したがって，シ トを録音する
場合には，単に正答を伝達するだけでな(，児童が自分の反応を安心して修正することのできるような
時間を意図的に設けることが，どうしても必要になv てぐる。
ところが，この点に関してこのシートはやや不注意である。 4枚のシートには，フ ィードパックを行
なうための指示を与えていないステージが計 10ある。これらのステージから二三，実例をあげれば次
のと£、りである。
ア. シー トノ鉱 51 1の(;1
7 ~お
オは帯分数 1古ですの では， 6のわ〈を計算して答えそ書きましょう。v
イ. -ノート.Mi.512の(3)
図 2 で7にあたる部分は 1 を 1 日にわけた 8 つ分ですね。だからアドド土が入ります。~」ホ 1日
マークにあたる分数は図からすぐにわかります。図司とその下にある式を見比べ，また，図 2と
その下にある知見比べて， 7とイの口 をうめなれ。VV
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ウ.シートJI~513 の(1) 
働
5つの円全部と 4つにわけた円の 5つの部分に線を引きますね。 これと同じことを計算でや
りまいう。 7とイの口をうめな~V>"VV
ヱ.シ トーKo:513の(9)
イは合，ゥは廷ですねの⑧このままでひき算できますi:J'oVV 
7 本来ならば， Ko: 5 1 1の03)ステー ジでは， iオは帯分数1TEです。」で合図して，ストップボタン
を押させ，反応の正否を確認させるととが必要である。ととろが，こうした指示を与えないで， iでは.
6のわ〈を計算して答えを書きまし ょう。」と v>うように，連続して次の刺激を提示している。すなわ
ち，以上のステージでは， ~告のととろで区切り，機械を停止させなければならなv>o
このことをことばを変えていえば，強化ー→確認ー+刺激の過程を規則正し〈進むとき，その学習は
効果的に行なわれるのであるが， 上の例のように ，強化ー→刺激のプロセスでは，自分の反応を確認し
修正することができな凶し，また，今開いたばかりの正答が強〈意識され，連続して提示された刺激を
確実に把握することがむずかしれ。したがって，後続する問題に反応する前に，急いで反応結果を確認
し修正するというように前後の学習が入り乱れることになる。
以上のように，フィードパックの時閉そとって凶ないステージでは，学習が成立しに〈いのであるか
ら，シートの録音にあたっては，正答の提示後にはリーダーがストアプポタンを押ぜるように，チゃイ
ム等で必ず合図することが肝要である。
W 要約
この研究は，シート式磁気録音機を利用した学習に訟いて，学習時間の衛l胸1をグループベースによる
フlJー な立場をとった場合に，グループの学習行動にはどのような問題が指摘されるかを明らかにした
ものである。
すなわち， 1機材に対して 3人が 1組になって相互に協力しながら進める学習クソレープを 2群設定し
両群になける通過率と，反応なよびフィードパy クの所要時聞を手がかりとして ，ジー ト学習の実態と
その問題点を追求し，シー ト学習が複式指導や個別指導などに適用されるための基礎資料を得ょ うとし
たものである。
分析の結果明らかにされたことを要約すると次のようになる。
trl 成績のすぐれて凶るグループが，成績の劣るグループよりもかえって学問時聞がたそい。
反応時間が速いI群の通過率は，反応時聞が必そい][群の通過率よりもかえって低率である。また，
I群の反応、時聞が速いという事実は ，ァ νー ムの学習内容を新出問題を練習珂題に区別したとき ，とぐ
に練習問題になv>て，この傾向が著し〈あらわれる。この結果から，成績のすぐれているグループが速
〈学習すあとはいえず，着実に理解しながら学留を進める傾向があり，反対に，成績の劣るグループで
は，じゅうぶん考えないで，不正確な反応をする傾向があると考えられる。
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{イ) フィ ードパy クにお・げる所連時聞が ，反応になける所要時間に比較してきわめて短か凶。
反応時間に対するフィ ー ドパy ク時間の割合は 5分の 1で，とれば1， r群ともに類似した割合を示
し，また，通過援の高低に関与、な〈あらわれている。つまり，通過泌が上昇するにつれて，フィードパ
ァクの所要時間が短かくなると同う関係はみられなかった。
(明 グループベースによる学科?では ，掴人ベースのさ?を?よりも学習時間が長〈なる傾句がある。
グループの中から成績:t位にある児童を他出し ，その児童貨の待ち時間を検討してみると，正答したス
テージの場合では，反応時間よりも待ち時間のほうが長〈なっている。 こうした傾向は ，成績の上位に
ある児資にとってはより若しぐなると予想される。このことから，成紛が中位以上の児童にとっては 1
機材5人のグループペースでは， 1機材 1人の個人ペースよりも学習時聞が長くなると推論できるので
ある。
同 この実験で使用したシートを，プログラム学習の原理を基盤にして分析してみると，シートプログ
ラムの作成段階で，次の点に問題があることを指摘した。
。積怪的反応を要求していな同ステージがあること。
。強化と後続する刺激が述続して提示されて凶るステージがあること。
前者は ，児童の学習司の成就l交を評価したり，プログラムの良否を判定するととができず，後者は ，自
分の反応結栄を縫認し修正することができないので，こうしたステージを作らな凶ょう留意すべきであ
る。
あ と カE き
この研究では，通過;，gと学~時間のレベルから ， ジー ト学習の問題点に迫ろうと したのである。 しか
し， 幾多の要閃が複雑にからむシート学習を ，との 2点からだけで追究するには，確かに資料不足であ
り，したがって，分析の結果もど〈一部に限られてしまったことを卒II[に認める。
じつは，このしどとを手がけようとした民援の動機は，複式指導に$'V>てシート式磁気録音機をどの
ように刺用したら学習効果をあげることができる方、シートを能率的かつ効果的に作成するにはどうし
たらよ凶か ，という問題意識からであった。との点を ，もっと追究してみたかったのであるが ，残念な
がら達成できなかった。 Mずれ-1後会が〈るまで ，研究したいテーマとしてあたためてがきたいと考えて
V>る。
との研有印あたり ，と〈に実験の実施と授業の記録に積極的にど協力〈ださった ，新発由市立飯豊小
学校の波多野俊作校長先生，後藤文孝教頭先生 ，5・6年担任佐久潤Hf!吾先生ならびに児童のみなさん
に，心から感謝の惣を表するn
との研究を担当し，執筆したのは 南場毅である。
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